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いよいよ師走・１２月になりました
１２月に入りました。長かった二学期もしめくくりへと向かっています。

第二次世界大戦後１９４８年の１２月１０日に世界人権宣言が出されました。２度と世界的に

戦争を起こさないために、その人の権利をお互いに大切にするために。そして、毎年１２月１０

日は「世界人権デー」です。世界中の状況を見ていると毎日つらく悲しいニュースが流れます。

「世界人権宣言」の中の精神が、守られていません。私たちができることは小さな事かもしれま

せん。それでも、一中生には「考え続ける」人であってほしいと思います。

「世界人権宣言」は、３０条から成っています。ここでは、１条、３条、２８条を紹介します。

【１条】みんな仲間だ

わたしたちはみな、生まれながらにして自由です。ひとりひとりかけがえのない人間であり、その

値打ち(ねうち)も同じです。だからたがいによく考え、助けあわねばなりません。

【３条】安心して暮らす

ちいさな子どもから、おじいちゃん、おばあちゃんまで、わたしたちはみな自由に安心して生きる

権利をもっています。

【２８条】この宣言がめざす社会

この宣言が、口先だけで終わらないような世界を作ろうとする権利もまた、わたしたちのものです。

私たちの暮らしや学校生活が安心できるものであるために、自

分自身のためにも世界人権宣言の言葉を考えてみてほしいと思い

ます。１２月１０日は「世界人権デー」です。大田一中も１２月

４日より人権週間の取組を行います。

新しい大田一中のリーダーを決める立会演説会がありました。

立候補した生徒とその応援演説のすばらしさが本当に印象に残り

ました。大きな体育館のステージに立ち、何かを約束することは勇

気がいります。まずは、立候補した生徒の勇気がいいなあと思いま

す。また、聞く生徒の態度も立派でした。まっすぐに話を聞こうと

する姿が体育館の中にありました。選挙管理委員も生徒会選挙の重み

を理解して、厳粛な雰囲気を創ってくれていました。

先輩たちの姿を見て、新しいリーダーが育っています。
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「立会演説会」が行われました・１１月３０日

一中ＰＴＡ、県Ｐ連より
表彰を受けました。
組織改革、その透明化

の取組、各部の特色ある

活動が評価されました。
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命は奇跡の連続・つながり、守られ
☆３年生「地域医療講演会」 １１月２８日 講師 槇原研先生(大田市立病院)

産婦人科の立場から大田市の医療の現状と性に関することを話して

くださいました。特に性に関する知識を具体的な事例をあげてまっす

ぐに話してくださいました。体が大人になっている中学生３年生だか

らこそ、正しい性に関する知識が必要です。自分と大切な人を守るた

めにも。そして、奇跡の連続で今ここに存在する命。少しの偶然で全

く違う命が誕生したかもしれない。今、ここにいる子どもたちの幸せを願

い、必要なことをたくさんたくさん伝えてくださいました。

☆２年生「バースディプロジェクト・いのちの楽習」、「思春期赤ちゃん交流」

１１月１７日～３０日 講師 助産師会、大田市役所、ボランティアの皆さん

バースディプロジェクトでは、自分という人間

が誕生する奇跡とそこに何億人もの人がつながっ

ていることを知りました。妊婦体験を通して、出

産することがどれほど命がけのことなのか、感じていました。赤ちゃん交流では、各学級、１０

人を越える赤ちゃんとお母さんに来てもらいました。ちゃんと爪を切って、大切に慎重に赤ちゃ

んを抱きとめる姿がたくさんありました。みんなも大切に守られてきて、今があります。改めて、

ご家族に感謝を。

活躍の様子・文化面の活躍 ※敬称略

【未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール】 ○八管区本部長賞

【県愛鳥週間用ポスター図案コンクール】 ○佳作

【薬物乱用防止啓発ポスターコンクール】 ○佳作

【税についての作文コンクール】 ○県納税貯蓄組合連合会長賞

○石見大田税務署長賞 ○石見大田納税貯蓄組合連合会長賞

【税についての習字コンクール】 ○石見大田納税貯蓄組合連合会長賞

【税についての標語コンクール】 ○石見大田間税会長賞

【県中学校技術・家庭科作品展】 ○優秀賞

☆様々なコンクールに挑戦しています。次号でもお知らせします。

一中生は

応援される人であれ！！ 数学、理科を中心に授業研究

つながりの中で生きている私たち。特に 会を行っています。１１月２９

２、３年生は、このことを学ぶ授業が続き 日には、３年生の数学の授業

ました。応援される人こそ、強いつながり を市内の先生方に見ていただ

が築いていけると思います。 きました。

「授業研究会」を行っています

ホームペー

ジ上では個

人名の掲載

は控えてい

ます


